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食のハラールとムスリム対応
ー認証取得を考える前に知っておくべきことー

「質」の提案・提供で市場の発展を
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缶詰，びん詰，レトルト食品生産数量
（2016年１～９月期１次集計分速報）
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ハウス食品株式会社
企業最前線～経営者に聞く～56

ここ数年食品業界で注目されてきているハラールについて，
インドネシアやハラール研究から得た知識等をもとに，①
イスラームとムスリムの概要，②ハラールの基礎，③ハラー
ル解釈と実践の多様性，④ハラール認証制度とは，⑤近代
的な諸問題とムスリム消費者，の項目について解説する．

第65回技術大会は昨年11月に神戸市で開催された．本稿
では，大会で発表された23編の研究内容について，①微
生物関連，②食品の物性，③品質関連，④クレーム対応，
⑤容器関連，⑥加熱殺菌技術の６分野に分けて紹介する．

創業からの食に対する考えを継承し“食を通じて，家庭の
幸せに役立つ”を企業理念に事業を行う．レトルトカレー
分野では低価格帯と中価格帯の分野に注力し，新製品も好
評を得ている．QUIC活動により「お客様から学ぼう」を
合言葉に品質向上を図り，クオリティ企業への変革を目指す．
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第65回技術大会の概要

鮭鱒工船だった信濃丸の数奇な一生
　～いま日本の海洋力を問う～（全3回）
　  後日物語その２：引揚船の陰に掃海隊

宇佐美昇三………………………………………

日本は太平洋戦争で制海（空）権と海洋力を失い，連合軍
に敗北した．だが，船齢45年の信濃丸は，からくも残存
した．そこで３回にわたり戦後の信濃丸を紹介する．戦後
も日本の海洋力が問われる．
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